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同日J大学教育学部附舶小学校
研'妃の要約
現行U)学習括空i要領に初.V)て r符鞍的活動J とい う言IAfが登場 して以来,敬
教科では授背に r拝聴的テ占mH を取 り込み, 子どもの主体的な学びを適 して,
貼礎 ･i&本の祉実な定 者を鼠る取 り胡みを絞けて きている' しか し,先般の文
部科学'Eo)教育熟視実施状況術態によると,節故的惜軌に陛】しては,放血 や図
7桝こついての適切な算歓的捕軌 を取 り入れていなかった り,取 V)入れていても
括軌o)か らいが明確でない便菜が 多か-'た りすることが指摘 された〈従来確の
多くの知乱を一方的に教え込む柁 態では,千 どもの主体的な学びは畑待できず,
'指数嫌いを増や し,数学的な考えノJをlFIlぱす ことも E･分にできに くい 七考えら.
次期学指gl･瀕触o)改打に向｢jて,払故的冊軌 を生か した播屯を上V)-開発案さ
せていくことが課題 となっていろ
そこで,研 しい算数教育の審問′宅現を ET棉 して,節数的所軌V)lr'Lり込'J.)3-杏
探 V),節数的桁軌を生か した蛇等ljil礎を行ってい くe
1 はじめに えない状況にあるC また,綿赦 させているだ
次期の学習指,E要掛 ノ_'改別を口満 した教育 trで,何をわ らった惜蜘fLOlかを明確にでき
視程部会ol審歳の過性で次の ような範牧村の ていない授某が多いことt,指摘 されていろ｡
課題や改善の方向椎が示 された1
0弊教科の課題
･苧 ノj嗣鹿で計節技能に低F傾向は見 らJlな
いが,計n_Lr)唐味をBP.郎すること,加流 ･
技能の実生活など-緒川ナ7Jことか不 卜'T:)
･串敦的活.jl^を取 り入れた授雀か付 えている
が,より多くの電hL例を問題 しプー リ,活動
のね らいを明柾に LIた りすることが必LA
･TL数を r好き｣ と阿答す る十 どもの訓 告が
国際的に低い など
〇第教科の改善の方向性
･坊牧的満軌a)よ り 柄 u)充実
これでは,:f･どt,a)主体的な学びは期待でき
ない し,教え込 み型O-)授柴では,加放 ･技能
ir身に(;=ナ,教学的な考え方を仰げナ ことが
卜分でき/山 ､と考える これか らU-,群数教育
て は7,敏の授 業 O-)中に市敬的括軌 を取 り入
礼,第枚的精勤を生か した摘範を一層充実 さ
せていくことが大切 である｡
(2)算数的活動の充実のために
r茸‡数的活MH は,従来見 られ ていた知識
注入哩u)招 集でな く, F･ど t,ElらL/)活動を適
して放血や図)rうについてU).旨味を埋餅 L,納
得 し.実感できるよ うにする丁占･湖になること
が大切である｡そ0)中で. 把I芯._か これ Jtでに
題礎的 ･基本的な知純 .技能の確実;iJ:定許 乍暫 した ことなどをr･掛 二しなが ら, 自分で工
旅理的思考力.コミュニケーション能力の )tして新 しい考え方で処jlBu)仕方を'i-_み山 し
育成
･知織 .技能r7)実生活f亡ど-U)活用など
2 算 数 的 活 動 の 一 層 の 充 実
(1)井散的活動に関する問位点
算数約倍軌に関 しては,故地や凶形に,)い
ての作業的括勅や体験的暗TIfJIを取 り入れ ろ授
業が次萌に増 えてきているが, 主だ十分 とい
1) 2)岡山大学教育学部附掲小学校
た り,問題解決 した.りTT-きるよ う,いわぬる
自ら学び, 自ら考える力を両めることをR措
している,
多 くの知轍を一方的に
教え込む授業
↓慢英改葬
｢算数的活動｣を通 し
て.自ら学び.自ら考
える授業
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3 算数的活動を生かした授業実践
(1)事例 1
1年 単元 :繰 り上が りのある加法
①算数的活動を支える教師の支援
増加の場面
た し節には合併や増J)Dなどu)場両がある.
そU)中で,級)Jl数にいくつかの牧を加え.
10をつくって計算すろ加数分解に'RJt付きや
ナくする1'-めに,増加の場b-で1.q.入する
数値の吟味
娘加数が小さすぎたり.)Jn敏が大きすきた
りしたのでは,加数分解での計許に/)気付きに
くい｡そ こで,被加数はできるだり ｢10｣
に近い数にす る√｢9｣だと倣えたすノブ法 と
の違いが見えに くいV)で,｢8｣にナ る ま
た,加敗は増加の場面 と結びつけやすい ｢3｣
や ｢4｣が上いと考えた
ブロック操作
ブロックを動か し/-_森果,何個になったか
を見f･だけで分かるように並べさせる ように
する_ j:た.フロックの操作は一席だ,'ナでな
く,何回 もさせるようにすろうこれに 上って,
｢10といくつ｣を,臥放すろようにな V).初
数の 3を 2と1に分解 し,被加数u)8と2を
合′レLfて 10を作って計弟 していろことに気
付きやすくするO
吹き出 しで整理
1平生にIとって,ブロックを他って FJ-えた
ことを,放r〔で0)計許の仕上として硯P)lする
ことり:雌 しい｡そこで,頭の中で考欠たこと
を吹 き州 Lに して板邦に整理 lていく Lうに
すろ( し卦10と1で1i
(T)あと2で 10
② こ U)2こをもっ
い って 10
②井数的活動を生か した授業の実際
ア 課鰭をつかむ
子 どもが8人遊んでいるところ(,友だち
が遊びにやってくる場面絵か ら,いろいろな
人故の友だちがやってくることを考えた子 ど
い-i. 8 11や 8十 2の今まで･学習 してきた
たし符だりでなく, 8十 3や 8+4などの今
までに経験 していたいた し芥があることに'fl
づいていった そ して,遊びにやってくる人
故が何人にな-)ても,合計人数をf-し第で求
めることを確かめた 了どi)は r8+3の答え
D出 し方 (計第の仕方)を考えよ う｣ とい う
めあてを決め､ブロックで使 Jlて次のよう｢
考えていった
イ 8+3の答えをブロックを使 って考える
プロ､ソクとブロック板を使って,答えが L
1人であ/Dことは分かって しま･-)那,フlコッ
クをどのようにtllか したLT)かを整理｢｢るため
に牧回す;話に付わせてブロックを軌かす上う
にす ると,(.Ltd)のように
動か していた+ どもも,次第に (い)の Lう
にhJか しは じめたJ
(あ)
≡ ; =J - .=S {IU ■■■. - I ･●
9. I 0 . I 1でIJL
)､きて IO.だから11人
ウ ブロックの操作を計算の仕方につなげる
ほとんどの7-と1,那 (い)のようt亡軌′う､
し方になった ところで, ドのようにブロック
をどう動か したかを核-.別こ吹 き出 して整稚L
/二
C 3つのブ ロックをこ うやって ((い)
のように)軌か し圭した｡
(; (/1事に 2-I),右手に 1つ 壬,つて)
3人遊びに楽たら,
ロロロEU ■
ロロロ■■ 1 1人です
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T なぜ.見ただけで 11人と分かるのです
か｡数えなくてもいいの｡
C 1Ou)かたまりとあと 1つあるから,
見れば 11だとわか ります^
C 軌か しながら数えていけばすぐにわか り
ます｡
T なるほど,動かしながら9, 10. ]i
ずつ敢えていくんだね｡
C 9,10,11と数えてもいいんだけど.
一つずつ敬えなくても
10, 11と数えれば肺単です､
T ということは,みんなは 2つと】つに分
けて軸か したんだ.h｡
どうして,そ うしたの ?
C だって, 8つあるんだから,あと2つあ
ったら,ちょうど10になるからです
③10とtで1I
竺 星口ロ〆/一回 .
①あと2で10②こU)2ニをもっいって 10
答えの出し方がよく分かったところで,ブ
ロックを如きをイメージしながら (フロック
を効かさないで)説明させた これが,次岬
の 8+3の数式だけの計算の仕方に店めてい
くのに大切fE活動となるO
1年 単元 :繰 り下が りのある減放
(1)事例 2
①算数的活動を支える教師の支探
求残の埠面
ひき笹の用いられる場面としては,稚 りを
求める場合 (求妓)と,追いを求める噂合 (求
差)がある｡求残と水差の うち,火娘の方が
｢取 り去る｣とい うことで,ひき弟のイメー
ジを直接 もちやす く,ブロックU)操作で rl
oから9とって 1. 1とのこりの 3でJJと
いった計算の仕方に結びつきやすい9
渡加法の考えの大切さ
L 二
13-9のような繰 り下が りの計節の仕方
として,数え引き,減 々泣,減加法,揃加法
の 4つの場合が考えられるO
①敬え引き 1つずつひく
②減々法 13-9- (13-3)-6
(丑減加法 13-9- (10-9)+3
在)鮪加法 9にいく,)たせば 13に
これ らの中でt)計草の休系 と関越 してい
る減加法で形式化をはかっていくニケが大切
である｡
数値の吟味
12-3のように被減数の-の位の敏と滅
敬の差が接近 している場合は,減々法をLや
すいので.減加法のでやすい 13-9や 12
-8などで帝人 していく｡
渡加法の基礎
減加法では次の計袋が基礎になっているの
で,繰 り下が りのあるひき算の予習までにIi,
砲実にできるようにしておきたいっ
仏滅敬の 10に対する輔牧をみつける
こと
払 10-9+3のような 3この敬の計
算を飾O-)中ですること
減加法の考えのよさの実感
減加法の考えを定耕ために,は じめの練習
間頓は減数を9や 8に同定 した形,で進めた力
がよい｡そして.計罪カー ドなどで もjI湖 の
仕 方を虎のrlで処和 させ る とい うのではな
く, 13-9の場合 rlOから9とって 1,
1と3で4,答え4｣とい うように耶えさせ
ながら練習させるようにする｡
13- 9
12- 9
1rJ- 9
11- 9
14- 9
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10か｢)9をとった
のこりはいつ阜)1だれっ
だからかんたんだよ｡
②算数的活動 を生か した授業の実際
ア 課塩 をつかむ
｢13個′亡-'てい るか きの木か ら,か きを 9
個 {ろ｣喝rR青松か ら,残 つT-か きa)数 を火9)
/J∫Lが 13- 9とい うひ き節 にtL.ころ∴ とを確
かめ たチビt.けr13-9の答 えU).LJjL方(計
恥の仕))')を考 え Lう｣とい うめあてJ圭,沈め,
プ Llックで仕 って次のよ う.'-考えてい った.
イ 13-9の答 えの出 し方 を考 える
一 日で 13こ と分か る ｣､うにフ ilツ'/柄U.I
Lにフr.ンクを避べたあ と,お瀬にあI,せ て
プ rT-rツクを助か させ たー どのr一手,子羊えは 4~
であ ること｢t/))か -'て t Eうが,ブL-Lックな
どU)と/)に軌か したのか li･軽PP.す ろ7F-〟)に 牧
1lJう誹 に合わ せて 7 ,.ツクを軌か･卜よ うに ●
/二
(.1･))
,tl-伺的に r一度に 9を引 くにIi !:=か /,L
jHfとい ､かたろ うl と問 いかけ,い/)いろ
/よや り方,lr/Lていた 子と4,たち も次恥 ニ(い)
u)｣こうに動か してきた,
ウ ブロ ックをど う勤か したか話 し合 う
-1iL･/,/I--J')7･ど 子,那 (い)の 上 ,-)/よ働か し
方に /}→た しころで, Lu)Lうに-/t]ツクを
ど ')軸 か したか を板Jiに吹 き削 Lで整理 し
た.
C フ ロ ックを こ うや って ((い)の よ う
に)助か し毒した
C 13こu)か きか ら, 9二と/,⊂ 4二Ur)
ニり たす ,
T なぜ, こっ ちか ら9をと-jプW )?
C 10のかた たりか らとろ と節付 _たか /)で
十 ｢10lJ19と 1j だか ら, a)二つr=
rlと 3で 4｣ とす ぐにわか ります.1
T これ じゃふlJめ/上のか な (13か ら 1
つずつ (トくブ ロ ックを ど ;)軸か lてY､
く)
C そrLだ し,めん ど うですOや っは り.
10か ら-Jなにひいた L^がいい です
T fころ:tど. I0のか たま りか ら とる
と怖 里なんだわ｡
13- 9(/)答えは 1OO)ととま りか ら9を
ひ い て 考えlLは 上い こ とが わ か った と こ,'1
で,13を ~11.や r12｣な と.''か えて,
1〔)のかた 上りか らひ く.Lさを確 か めてい っ
ナー
3年 中元 :長 方形 と止方形
(1)事例 3
①井数的活動 を支 える教師の支嬢
図形指導の一般的な問榎 点
川 形指,.打V)指j也 と して一月二川′Jに次U)た-)/J
は遵Ij.tk)〟 -,礼 /)o
L-Iィ.xl形 と)目論のfljび付きに終始す る授 菜
完成 LF一同形 を 与え,そLLを 臼で 扱解 させ
て,liL形 U)m語を教 え,そV)開講L･｢叫形 とu)
紙 L/<付 きに終始した り.定 超を教え./E鬼 を
従 え させ /-りす る.
(ニ偶成 LrL同形が概念につfLが F,1日 ､托笹
川形 を構成す る椎作を取 り込/i,で t,,そAl
がih'rぴ に終 わって してい,拙作が同形(/川放念
に うなか っていない.
CJス トー リー性d)ない･'17習展開に/i.?ってい る
授 懲
同形の概念 :ニつなが/'lズ1形 を桝成す ろ税 作
･tr取 りkJLん T-;校 賃 U.,[=二は, l特例, 1時ru]
の授 丑が連動 していないO
図形 を構成す る活動 を取 り込 む
前述 した間臥 ･.'iを解 消す るた め{二(i,午_J戊
的 見方か {)I女川壬J)概念 を斤目,Rしてい く丁 と/i;
大 切であ /J 榊形を桝h宅ナ ろ顎敏的紙助 を収
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り込み.その活劫を (,とに して,図形の君fl,良
や作質を考察す る授羊を練 り返 してい く必,響
があろ1｢4つの角が 全部底角にな ってい る
也角形 を良 jJ一形｣ と定 掩してい く本時は,良
方形の角に右 RLや1-い 上')に色紙 を折 る砧
動 をJrJり込むよ うにす るO
提示す る素材の工夫
EIJ'峠の折 角〝)芯味q)学習では,直 jqi:構成
す る培地 U)きっかけと して教科 ifu)角J.=日を
つけ させ .(紙 を折 って教科もlFcT)角U)形i･つ
くろ 7)｣とい う戒壇を もとに竿 AJを展t胴す る一
そ こで.本時 も前略に角を桝成 した教科 U字
を凝′JtL,｢教科都の よ =)な形は作れ るかJ
と問いかけて学習の層別lを図 るよ うに してい
るO こ11に とり,図形を帆成す る際に.血角
をよ り居施 しやす くす るc
Q)芥数的活動を生か した授業の実際
ア 課塩 をつかむ
T 昨 日は どんな勉強 を しま したか.
C 教科書の角の形をつ くりま した
c 数 杵潜の則 ま直角とい う勉強 ですc
l そ うですわ｡昨 日は教科 苦の角をつ くり
ま した わ 〈 では,教科苦のよ うな形はつ
くれますか｡
子 どもが 角を.Et諭 しなが らも教 f･T凸の形に
Rをlム‖ナた ところで ▲紙 を折 って教科 ]字の よ
うな形 をつ くろ う｣ と本時の裸願 を決めた..
イ 紙 を折 って教科霊のよ うな形 をつ くる
図 1の よ うな不定形の紙 を配 桁し, 自由に
教科ITfJ)よ うな形 を作r)せ るよ う.こす る 瓜
初は戸惑いを見せ ていた 7-どもi,い11-那,節
時の活動 と同 じtうに Tl-定形の紙 を折 って直
角 を作 り,教 科 Luの角に当てて比べてい ろ う
ちに,教卓斗方にはl']二qJが 1つf-_けではないこ
とに気付 き,Ex12,凶 3の よ うtこ紙 を折 って
形 を作 っていった .
り作 った教科雷の よ うな形について話 し合 う
全Hが 1つは作 り終えた ところで, まず右
o_)T:うな形か F)始 り 卜rJ',作 り方を振 り返 '/)
なが ｢ノ諮 し分わせ直 角か lっては顔7日Fのよ
うな形にな らない こ とに女汗f-カ､セた
C こV)形は曲がってい ろか らすi小 しい と想
います｡ (柏手)
わた しは,昨 日作 った虻 PJを教科 IFにあ
わせ ると どV)角 L)l杜 仲だった(/)で こうし
て作 りまLた ､(作 り方を順 に説明す る)
さ{)に,いろLJ,/11人きさのW,を限 り｣_げ
ろよ うに し㌣ ,
C ぼ くのけ こんfLに小 さく/よったん7-I:け ど
だめかな
C 大 きさはげ らげ らだけと4-Ja)Jtlか全部
由二角だか ら教科 11亨の形だ と思います,(柏
手多敬)
C 私 も爪初代だめなのか/Lと恕 ったけ と.
4つの fI'1が直角になっていれば大 きさは
関係 ないことがわか y)ま1たO
この よ うに,子 ど もたちの作 った形の共通
点について詳 し介い, 4-〉U-)角がみんな紅 jrl
になっている ことを蝕かめた後 この よ ')な形
を ｢艮jJ~形J と呼ぶ ことを知 らせた ,
次に艮方形の辺に L^一了EJさせ,辺の良 さが と
うな一)ているかを指牧の長方形 を折 って確か
〟 させた後.向かい介つた 2つu)辺の艮 さけ
同 じことをまとめた
エ 算数 さが し
身の回 りの県板や机な ど 1つずつ長方形か
ど うか を調べ ていき,身近 IJ:もLT)の形に ht目
して長方形 と思 うもの を侮め させ ろことで,
子 ど い j:長 方形 の :LlT:味 の理解 を深 めてい っ
た ,
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4年lti元 :2桁でわるわ り算の肇井
(1)事例 4
(D算数的活動 を支える教師の支援
商の見当づけ
96÷32の計石7_では商がお｣,そい く{'に
なるか比婆'jをつけやすいよ うに,6Q)やO をl史
って答えの見]u Lを もた Iiるよ うにす るo こ
うす ることで, 96を 90. 32を 30とみ
て.既習の 90 :30-
9÷3に帰芯さ･LT-て考えやす くなるO
匝 亘 〕〔直 垂頭 囲
OLL10しい(D(I)任)
96-→90 32- 30
96÷ 32-
1
90÷ 30- 3
9÷ 二i-.i
手かくし法
商が どJ)位 に立つかに戸惑 うIl-と い 二は.
わる数が 1位敏のI,り諒の撃許で用い/-=Fか
く Liこて肺 o)立つところを縫かめる 上うにう
る､
アルゴリズムを吹き出 しで整理
商が 3だ ♪分か一)て も,｢たてる ･かける
-ひ く-Jlt7)す｣ とい う邪 許のアル イリズム
が -/tムー でにH えない こともあるV そ こで.
06÷ :i20)`'ri=許の仕方 を考えさせ るときに
は,i)る数か 1位敗のわ り節 (/)アル 二､リズム
-1･想起 させ て,炊き出 しに古瀬で鰹PJ!さ LJ-る
上う:こす る､これに よ り,惟%Ju)アル コ リズ
ムをtF.･JHLやす くす る.
C2)第数的活動を生か した授濃の実際
ア 課類をつかむ
96個の飴の絵 を提示 し,砂やT･の 半尺体
物Iご何個あるかをはっきりさせなが ら ｢96
二を 32こずつに分ける｣か ら 96÷ 32(/)式
L
にな ることを確かめた ところで,既習の計 苑
とJ)追 いをたずね, この計算の どこが喋 しい
のかを 考えさせたっ
C 今 までは,80÷ 20や 120÷ 30で,
1-･1卜÷イHT十で した.今 EH上,一一U)位があ
って,何l･何になってい 圭1
T -の位があった ら, i)う}う手 卜げかな り
C 大j:夫 です-((ie)の数に 日をつ けて)
答えは 3じゃないかな｡
なぜ.繭が3になることを見tJ'iづ.'I'/こかを
疎か.90⊥30の計界か ら見当づ ける こと
ができることを確かめる ようにLf-.
匝垂 釘 匝 重囲 匝 重野 D(i)①11(O(A,VJ)
96- 90 32- 3()
96÷ 32-
1
90÷30- 3
9÷ :3- 3
大 まかな故の計?,謀で蹄の見当を付 けて確か
めわ けよい ことに気/jいた ところで等節です
るとどうなるかを問 いかけ,本時のめあてを
｢96÷ 32の泣訴J)仕方を考え上 う｣ と決め
た.
イ 筆算の仕方 を考 える
箪符U)アル ゴ リズムをスムーズに 言えない
子と IJがい ることも1',想 されたU)で, 1桁 で
わるわ り節 J)'荘原のアル -1'リズムを確かめ,
同 じよ うに ｢商をiLてるj｢かける｣｢ひ く｣
の手順 で頂貸すIH-i'⊥い こ とをお さえてか
ら, ワー クソー トの吹きLLLLに言葉で腔理 さ
せた ｡
r･.'=てtJ
‥ T* LL 蓋 芸 -Jl .
B,｣｣1も 3正x-詩p96;
下 J･L,tし っbJ
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商を立てる位 を間i&'っている児童には.車 埋納的に
かくし法を用いて十の位には蹄がなたないこ
とを実際に碓治させるように し1-り.はやく
できた十どもには84÷21なども考えさせ
るように したゎ
り 筆算の仕方を話 し合 う
話 し合う際には,商を立てる化はどうして
-の位にするのかなどを問いかけなが ら見当
づけと結びつけていき.商の見当づけを して
いれば,わ り節の繁凱 ま.帆巾であることを
確かめるようにしたt
5年 単元 :三角形の角を調べよう
(1)懸例 5
(》算数的活動を支える教師の支援
ス トー リー性のある学習展開
単元の導入で敷 き詰め模様 を親類 しなが
ら,I_角形や四角形などがすきまなく敷き詰
められるには.図形の角に秘密があ りそ うだ
と気づかせるようにするDそ して,長方形や
J的:角三角形,三角形,四角形 J･い う順に常磐
することでaZ;'し合ってきめるO こうするこT
で,既習の凶Jr-'Sの内角の和を活JTlして,新 し
い内角の和を見出せるようにする
直角三角形と三角形を対比させて提示
三角形が直角三角形に分割できるとい うこ
とは,子 どもはなかなか曳づきにくい.そこ
で,三川形が底 frJ三角形に分割できそ )だ と
い う見通 しをもたせやすいように,前時で取
り とげた舵角三角形と合同な舵角三角形に/汁
割できるよ うな三角形を対比 して粒 ,TCするよ
うにする.
分度器で 3つの角 を軌 道
13†･iAi7rl=1印
3つの角を合わせると一直線
-.云＼
/_直撃T='から1叫
束縛的に
2つの直角三角形に分けて
l印 x2=360
号Ik角をひくから
'帖い-1甲1三lR0
②井数的活動を生か した投棄の実際
ア 課題をつかむ
単元の落人で取 り上げた教書詰め模様を提
示 しなが ら l三角形や四角形などの角を調べ
ようJとい う特売の収越に振 り返 らせ,鑑角
三角 形一二角形-uEl角JFl,/とい う学部計画を
想起 させるよ うに した,
T (長方形,lt'[_角三角形,三角形,Pq角形
を凝示 して)この中で角の大きさが/)か
っていろのはどれかな ?
C 長方形 と直角三FJ形です (相 手)
C 長方形は.直角が 4つあるV)で 360U
で した｡
C 直角三角形は良方形の半分だから,
360L ÷ 2- ltiOoで したレ
T (三角Jr7,を指 さし,FLTか ら)これLj:,どう
して後回 しに したのかな｡
C 拡角がない三 角Jr･fr･′か らですo
T (直角三角形 と盛れながら)直角=_何形
より,はみlbしているから,きっと
18n o よりも大きくなるん じゃない ?
C そん/こことないよ_Iplじ180 だとJil.
いますO (柏手)
このよ うに,前時a)直角三角形 と本時の -_二
角形を対比 して樫示 し,直角三角形の内角J)
和が活用できそ うだ し気付いrL.ところで r/ド
L'_lに三角形の内角の和が 1800になるのか
- 119-
Pi,はっきりさせ 上う｣とい う本咋V)的あてに
決め†-
イ 三角形の内角の和を考える
一人ひとりに.前時て収 り 卜げた直FTIT角
形 土合rFl/ゞ 庇11三角形に分 !.Jlできるよう/Lt-:
角形をカー ドに Lて与 えるよ T)にす ること
で, -.角形を2つのLJ.[角三角形に分けたり,
3つの角を 1点に駁d)た りしやすくしプー
(あ )
叶環指で虎Jltを｣司る
L-(.a∠ <:､
.i3･FI･ TP･lLItrT_
(い ) JつTJ句tIfIこれ串も
(うLJ
Atn/ =¶ ･jl沌l
㍗ : ~‡ _二三 :
訂 A 二も ｡3'.三htIも
!iLI-さ14-h)
亡取巾そこi･かご,
椀 Ii抑Il熊
ウ 三角形の内角の和を話 し合う
それぞれu)考えは ]つ ]つ取り上げ,指示
川の三角形を繕って,どのように PJ.えr=V)/Jl
が よく分かる壬でr,占し合,!'せる上/)｢ LIL
扱 .iiぐ(i, 考九t/)A-拝/I:ところを色lrI'なえて
血潤 したり,キ-ワー ドと結び付け/･りす る
ことで,槻堤を油1Vて,どの 5,-A/')ィ,も二fL'J
JTju)卜】角の和が 】80Jflにfi:る ~とを しらi
さulた
T これか L-)どo)考えを使( こいけば たきそ
うですか ?
C l打杓 二角Jr3,に分かる し,柵 巾です〔
C どんな -_角形でも,･と､ず 2つl〔I:伺二ltjjr-t,
の分けられるか ら,内角の和El1800
になることが説明てきます ､
このように,よりよい考えをさぐらtL-,｢ど
んな -.角形の畔にも使えるか｣ とい う観点 ご
[訪 し合わせ ることで,G)の考えの J:さに気
付かせるようにした
さらに,他の三角形をIlなり上げろことで.
どんな -.杓形 .:･L,2つの ltlこ14三ftlJr;,に分.r)
)いi',柄 ･iH二三的胴の内角の和が 180)AQ-に
なるこしを し｢ノえさせた .
4 算 数 的 活 動 を生 か した 授 業 開 発 の
成果と課題
放tIl'(やIql形についての作業的活鋤や体験的
(Tl勅を取 り入れた甲奴的活助の賀純例ネ･糊児
Lた り,椛glJju)J'll-)いをよV)明確に した顎敬
l'yL川仁血,+i 楢克'k'･できろ ):うにt,-J(笥'火縄を行
った,そU)中で次U)Jこうな威光 と.牒魅が得 ら
れ /ゝと~考える,
成果
つブロックをgfJか した り,紙で図形 を肺成 し
た りする頂敗的絹 軌を粒 り込む 二L:に上り
雌 い ､放ilLやL_¥川;,の概念,垢雌,法則/lJ'k:
感机を伴-1て和解をすることができた
LrJ持敏的子吉山を生か した授具により..8欲を
喚起 し. 子どもi-T体u)活軸ができろV)で,
/))か-〕ブ良びやできナー達成感をrl;感するこ
とがてきた
C耶故にJ.符辛,-a.'杓を 壬,ちやすい+ _L-i,でf･/iL-
劫か Lて 考えた Y).つ くって考え1-り･-3る
中で放i'i･ヤーrA形:~ついて捉えさせたい内'声i
を稚解 しべ-す く/Lっナ-
r.伸也 I
L､ブ日ソ/a)柁作.i:.I-･:甥や数式てL7)思 吟が遊
離 Lや-うい 二んがあ-〉た 操作か ニ)徐'/に
,L';一発や放JLで(r)思 考にl.fl'めていく内面化/iL,
i:う卜さい)てい くかを P,えてい く必要が .r/-
′
ノ⊃
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